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2019 年研究業績 

（英文論文） 
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（学術論文） 
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学会発表 （国内学会） 

1. 長縄達明、桑原亜矢子、芦原このみ、平野大介、橋本貴子、西野譲、

才藤栄一、深谷修作、吉田俊治、安岡秀剛．当院の各種膠原病患者に

おける嚥下障害の実態調査．第 116 回日本内科学会総会・講演会、名

古屋 2019 年 4 月 

2. 安岡秀剛. 全身性硬化症の早期診断と活動性評価における現状と課題

点.第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

3. 梅田愛、橋本貴子、渡邉奈津子、鈴木雅司、長縄達明、芦原このみ、

胡桃沢芽久美、平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治、安岡秀剛.  

抗 MDA5 抗体陽性の皮膚筋炎関連 間質性肺炎の臨床像,予後の検討. 

第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

4. 鈴木雅司、深谷修作、渡邉奈津子、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、

胡桃沢芽久美、平野大介、橋本貴子、西野譲、吉田俊治、安岡秀剛. 

成人発症スチル病におけるドラッグフリーの達成予測因子の検討.  

第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

5. 長縄達明、吉田俊治、渡邉奈津子、鈴木雅司、梅田愛、芦原このみ、

胡桃沢芽久美、平野大介、橋本貴子、西野譲、深谷修作、吉田俊治、

安岡秀剛.全身性強皮症患者における簡易嚥下評価票を用いた嚥下障害

の評価. 第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

6. 平野大介、深谷修作、渡邉奈津子、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、芦

原このみ、胡桃沢芽久美、橋本貴子、西野譲、吉田俊治、安岡秀剛.当

科における抗 TIF-1γ抗体陽性炎症性筋炎患者の臨床的特徴について

の検討. 第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

7. 渡邉奈津子、橋本貴子、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、

胡桃沢芽久美、平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治、安岡秀剛. 

高度の脳血流障害を伴う高安動脈炎に対し,寛解導入療法開始時よりト

シリズマブを併用し有効であった１例. 第 63 回日本リウマチ学会総

会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

8. 武井江梨子、鈴木勝也、仁科直、安岡秀剛.間質性肺炎合併原発性シェ

ーグレン症候群における臨床像の検討. 第 63 回日本リウマチ学会総

会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

9. 田中良哉、小池隆夫、宮坂信之、三森経世、竹内勤、平田信太郎、田
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中榮一、安岡秀剛、金子祐子、村上孝作、古賀智裕、中野和久、天野

宏一、牛尾一康、渥美達也、猪尾昌之、八田和大、水木伸一、長岡章

平、角田慎一郎、土橋浩章.インフリキシマブによるプログラムドコン

トロール治療で導入された関節リウマチの寛解維持に関するランダム

化比較試験(RRRR Study)における結果報告. 第 63 回日本リウマチ学会

総会・学術集会、京都 2019 年 4 月 

10. 安岡秀剛、坂田康明、吉本桂子、竹内勤. 活性型血小板は関節リウマチ

の活動性バイオマーカーである.第 4 回日本骨免疫学会、沖縄 2019 年 6

月 26 日 

11. 橋本貴子、澤田茉莉加、渡邉奈津子、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、

芦原このみ、胡桃沢芽久美、平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治、

安岡秀剛.TCZ2 週間隔投与の効果不十分例および高疾患活動例に対す

る短縮投与の有効性の検討. 第 4 回日本骨免疫学会、沖縄 2019 年 6 月

26 日 

12. 安岡秀剛. 膠原病合併肺高血圧症におけるborderline症例.第4回日本肺

高血圧･肺循環学会、浜松 2019 年 6 月 21 日 

13. 長縄達明、西野譲、澤田茉莉加、渡邉奈津子、鈴木雅司、梅田愛、芦

原このみ、胡桃沢芽久美、平野大介、橋本貴子、深谷修作、吉田俊治、

安岡秀剛. 多発血管炎性肉芽腫症の経過中に四肢皮下膿瘍と手屈筋腱

鞘滑膜炎を来した播種性 Mycobaterium marinum 感染症の１例. 第 31

回中部リウマチ学会、新潟 2019 年 9 月 27 日・28 日 

14. 安岡秀剛. 膠原病合併肺動脈性肺高血圧症(CTD-PAH)の早期診断・治療

の最新知見. 日本内科学会東海支部第 75 回生涯教育講演会、岐阜 2019

年 10 月 6 日 

15. 長縄達明、西野譲、芦原このみ、平野大介、橋本貴子、深谷修作、吉

田俊治、安岡秀剛. Mycobaterium marinum による四肢皮下膿瘍と手屈

筋腱鞘滑膜炎を来した多発血管炎性肉芽腫症の 1 例.第 239 回日本内科

学会東海地方会、岐阜 2019 年 10 月 6 日 

第 75 回日本内科学会東海地方会、岐阜 2019 年 10 月 6 日 

16. 梅田愛、芦原このみ、平野大介、橋本貴子、西野譲、深谷修作、吉田

俊治、安岡秀剛. 抗 MDA5 抗体陽性の皮膚筋炎関連間質性肺炎の臨床

像、予後の検討. 藤田学園医学会、2019 年 10 月 3 日 
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17. 鈴木雅司、深谷修作、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、平野大介、橋

本貴子、西野譲、吉田俊治、安岡秀剛．シェーグレン症候群(SS)に合

併したステロイド抵抗性蛋白漏出性胃腸症(PLGE)の 1 例．第 240 回日

本内科学東海地方会、名古屋 2020 年 2 月 16 日 

 


